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リサイクルポリプロピレン（PP）には、リサイクル過程で異種プラスチックなどの成分が混入する
懸念がある。これらの不純物は、材料特性や加工性に影響を及ぼす可能性があるため、回収プラスチック
の選別精度向上やリサイクル工程の最適化、さらには材料の適切な利用に向けて、各種成分の種類
および含有量を正確に把握することが重要である。本資料では 1H-NMRによるリサイクルPP中の
ポリマー成分組成の評価例について紹介する。

Contaminant Plastic Content in Recycled Polypropylene

リサイクルポリプロピレン中の異種プラスチック含有量
－ 1H-NMR －

評価スキーム（例）

リサイクルPP中に含まれるポリマー成分組成の分析例

凍結粉砕
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+内部標準添加
( + 特殊前処理 )
による均一化

・主成分PPに加え、PE、PS、PETなどの異種プラスチックに由来するNMRシグナルが検出された
　　各成分に由来するシグナル強度から、成分組成が算出できる

・オレフィン系ゴムが存在する系やPP/PE比によっては 1H-NMRのみからではPPとPEの切り分けが困難な場合がある
ポリオレフィン成分の詳細解析には、13C-NMR、TGIC、CEF、DSCなどの追加分析が有効である

リサイクルPPの１H-NMRスペクトル例

PET由来
PS由来

PO由来

PET由来

y×500

ポリマー種

PP

PE

PS

PET

不溶解成分

計

81

17

2

1

＜1

100

組成 wt%

PPM

9.0 8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 1.0

株式会社 三井化学分析センター
https://www.mcanac.co.jp

検索番号：1083
10-2025

技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします


